
環境に配慮した商品開発の考え方 

 

私たちは、環境価値（Environmental Value）を高める商品開発を通じ、地球温暖

化への対応と環境負荷の低減に取り組み、生物多様性を維持した、自然ゆたかな美

しい地球を次世代へ引き継ぎます。 

 

１．包装容器に関する考え方 

（１）包装容器に関するプラスチック使用量を削減（リデュース） 

   ① 包装の簡素化や設計見直しによる包装容器の使用量削減 

   ② 新たな包装容器を採用したプラスチック使用量削減 

（２）持続可能な原料を使用した包装容器への転換（リプレイス） 

① 石油由来のプラスチックでなく、バイオマス原料を使用したものに転換 

（３）リサイクル可能な包装容器への転換（リサイクル） 

① 再生樹脂の積極的な採用 

② リサイクルしやすい包装容器への転換 

 

２.フードロス削減の考え方 

 （１）容器包装の改良等による賞味期限延長を推進 

 （２）賞味期限の「年月表示」切り替えを推進 
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